
第
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 回
⽇

本
⼈

⼝
学

会
(⾹

川
⼤

学
)

20
19

年
6⽉

2⽇

市
区

町
村

の
夫

婦
出

⽣
⼒

を
測

る
―

配
偶

関
係

構
造

を
統

制
し

た
間

接
標

準
化

TF
R―

1

○
岩
澤
美
帆
・
鎌
⽥
健
司
・
余
⽥
翔
平
・
菅
桂
太

（
国
⽴
社
会
保
障
・
⼈
⼝
問
題
研
究
所
）

⾦
⼦
隆
⼀
（
明
治
⼤
学
政
治
経
済
学
部
）

本
研
究
は
，
厚
⽣
労
働
⾏
政
推
進
調
査
事
業
費
補
助
⾦
（
政
策
科
学
総
合
研
究
事
業
（
政
策
科
学
推
進
研
究
事

業
）
）
「
国
際
的
・
地
域
的
視
野
か
ら
⾒
た
少
⼦
化
・
⾼
齢
化
の
新
潮
流
に
対
応
し
た
⼈
⼝
分
析
・
将
来
推
計
と
そ

の
応
⽤
に
関
す
る
研
究
（
研
究
代
表
者
⽯
井
太
、
課
題
番
号
（

H
2
9
‐政
策

‐指
定

‐0
0
3
）
）
」
に
よ
る
助
成
を
受
け
た
。

夫
婦

を
取

り
巻

く
環

境
の

“結
果

変
数

”と
し

て
、

市
区

町
村

合
計

出
⽣

率
T

F
R

は
適

切
か

？

2つ
の
問
題

①
⺟
の
年
齢
別
な
ど
詳
細
な
デ
ー
タ
が
必
要
。
⼈
⼝
規
模

の
⼩
さ
な
⾃
治
体
の
指
標
は
偶
然
変
動
の
影
響
を
⼤
き
く
、

不
安
定
。

•
再
⽣
産
年
齢
⼥
性
⼈
⼝
が

1
,0
0
0
⼈
未
満
の
⾃
治
体
が

3
4
4
/1
7
9
9
(1
9
.1
%
)

②
T

F
R
は
配
偶
関
係
構
造
の
違
い
の
影
響
を
受
け
る
。
夫

婦
を
と
り
ま
く
環
境
の
結
果
変
数
と
し
て
望
ま
し
く
な
い
。

•
市
区
町
村
の

2
0
〜

3
9
歳
⼥
性
有
配
偶
率
：

1
7
％
か
ら

6
6
%

2

本
研

究
の

⽬
的

•簡
便
な
デ
ー
タ
で
測
定
が
可
能
で
、

•⼈
⼝
規
模
の
⼩
さ
な
市
区
町
村
の
地
域
特
性
を
反
映
し
、

•配
偶
関
係
構
造
の
違
い
を
統
制
し
た
、

市
区
町
村
の
夫
婦
出
⽣
⼒
指
標
の
開
発

!

3

既
存

研
究

に
お

け
る

挑
戦

と
限

界
① 都
道
府
県
情
報
を
⽤
い
た
ベ
イ
ズ
推
定
に
よ
る
市
区
町
村

TF
R
（
厚
労

省
2
0
1
4
)（
都
道
府
県
に
し
め
る
当
該
市
区
町
村
の
⼈
⼝
規
模
が
⼩
さ

い
ほ
ど
都
道
府
県

T
F

R
に
近
似
す
る
。
）

•
⼈
⼝
規
模
の
⼩
さ
い
⾃
治
体
の
地
域
特
性
が
把
握
し
に
く
い
。

•
5
年
間
の
デ
ー
タ
を
使
う
た
め
速
報
性
に
⽋
け
る
。

4

② 間
接
標
準
化
を
⽤
い
た
総
出
⽣
率

I fを
有
配
偶
出
⽣
率
指
標

I g
と
有
配
偶

率
指
標

I m
に
分
解
す
る

C
o
al
eの

I指
標

(C
o
al
e
an

d
 W

at
ki
n
s 
1
9
8
6
) 
。

標
準
化
⽐
を
⽤
い
て
相
対
的
な
婚
姻
出
⽣
⼒
を
表
現
す
る
標
準
化
有
配

偶
出
⽣
⽐
の
提
案
（
＋
ベ
イ
ズ
推
定
）
（
⼩
池

2
0
1
0
)

•
婚
姻
出
⽣
⼒
が

TF
R
と
の
関
係
で
表
現
で
き
な
い
。
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ベ
イ

ズ
推

定
TF
Rの

市
区

町
村

分
布

⼈
⼝

規
模

の
⼩

さ
な

地
域

が
平

均
値

に
収

束

5

本
研

究
に

お
け

る
⽅

法
①
所
属
都
道
府
県
を
標
準
と
し
た
間
接
標
準
化
に
よ
る
合
計
出
⽣
率

②
有
配
偶
率
を
独
⽴
変
数
に
含
む
回
帰
モ
デ
ル
に
よ
り
、

TF
R
を
地
域

固
有
の
有
配
偶
率
効
果
と
夫
婦
出
⽣
⼒
効
果
に
分
解
す
る
。

デ
ー
タ

市
区
町
村
別
出
⽣
数
：
⼈
⼝
動
態
統
計

⼈
⼝
（

5
歳
）
：
『
⽇
本
の
地
域
別
将
来
推
計
⼈
⼝
（
平
成

3
0
年
推
計
）
』

都
道
府
県
別
出
⽣
率

(5
歳
）
：
⼈
⼝
動
態
統
計
、
⽇
本
版
死
亡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

市
区
町
村
別
⼥
性
有
配
偶
率
（
有
配
偶
者
割
合
）
：
国
勢
調
査

6

①
都

道
府

県
を

標
準

と
し

た
間

接
標

準
化

TF
R

7

①
⽅

法

•
地
域

iの
年
齢
別
⼥
性
⼈
⼝

𝑃 ௫
,

ி
と

I県
の
年

齢
別
出
⽣
率

A
SB

R
xI (
5
歳
階
級
）
で
出
⽣

数
期
待
値
を
算
出
。
地
域

iの
実
績
出
⽣
数

𝐵
 と
の
⽐
が
標
準
化
⽐

𝑐 （
ス
ケ
ー
ル

フ
ァ
ク
タ
ー
）
。

8

I 
県
に
属
す
る
地
域
iの

間
接
標
準
化

T
F

R

𝑇
𝐹

𝑅


ൌ
𝑐

ൈ
𝑇

𝐹
𝑅

ூ

た
だ
し
、

𝑐
ൌ




∑


ௌ
ோ

ೣ
ఱ 

ൈ
ೣ

,ಷ
ఱ 

ర
ర

ೣ
స

భ
ఱ
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①
結

果
ベ

イ
ズ

推
定

TF
Rと

間
接

標
準

化
TF
Rの

⽐
較

(2
01

0)

9

⼈
⼝

が
少

な
い

⾃
治

体
で

ベ
イ

ズ
推

定
よ

り
も

⼤
き

い
分

散
（

右
）

1
0

②
配

偶
関

係
構

造
要

因
と

夫
婦

出
⽣

⼒
の

分
解

1
1

②
有

配
偶

率
で

規
定

さ
れ

る
T

F
R

モ
デ

ル
市
区
町
村
の
合
計
出
⽣
率




𝑐

ଶ
ି

ଷଽ
ఉ



（
ൌ
基

準
出

生
率

・
ሺ有

効
有

配
偶

率
^β

ሻ・
夫

婦
出

生
力
）


ex
p


と
す
る
と
、


𝑐

ଶ
ି

ଷଽ
ఉ

ex
p




𝑐

ଶ
ି

ଷଽ


※
再
⽣
産
年
齢
⼥
性

1
,0
0
0
⼈
未
満
の
市
区
町
村
に
つ
い
て
は
、

∓
2
σ
を
下
限
・
上
限
と
し
、

異
常
値
を
統
制
。

1
2
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𝑐

ଶ
ି

ଷଽ


(1
)

𝑇
𝐹

𝑅
𝑐
:「
基
準
出
⽣
率
」

ଶ
ି

ଷଽ
:市
区
町
村
の
「
有
効
有
配
偶
率
」
（
⽐
較
的
出
⽣
率

が
⾼
い

2
0
〜

3
9
歳
⼥
性
の
平
均
有
配
偶
率
）

:「
有
配
偶
率
効
果
係
数
」

ex
p


:
市
区
町
村
の
「
相
対
夫
婦
出
⽣
⼒
指
数
」
（
出
⽣
⼒

を
変
動
さ
せ
る
市
区
町
村
固
有
の
指
数
）

(1
)式
が
、


ଶ

ି
ଷଽ

を
満
た
す
も
の
と
し
、
最
⼩
⼆
乗

法
に
よ
り
パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
定
。

1
3

②
結

果

1
4


𝑐

ଶ
ି

ଷଽ
ఉ

ex
p




𝑐

ଶ
ି

ଷଽ



ଶ

ି
ଷଽ



こ
の
「
有
配
偶
率
起
因
出
⽣
⼒
」
を
さ
ら
に

「
標
準
効
果
」
と
「
地
域
固
有
効
果
」
に
分
解
す
る
！

有
配
偶
率
起
因
出
⽣
⼒

相
対
夫
婦
出
⽣
⼒

有
配
偶
率
起
因
出
⽣
⼒
（
対
数
）
を

ln
𝑇

𝐹
𝑅

ቚ𝑃
𝑀

ଶ
ି

ଷଽ
と
す
る
。

ln
 𝑇

𝐹
𝑅


ൌ

ln
𝑇

𝐹
𝑅

ห 𝑃
𝑀

ଶ
ି

ଷଽ


𝑢 
全
国
レ
ベ
ル
の
有
配
偶
率

𝑃
𝑀

ଶ
ି

ଷଽ
が

4
3
.8
%
で
あ
る
場
合
、
全
国
レ
ベ
ル
の
有
配

偶
率
起
因
出
⽣
⼒
は

ln
 

𝑇
𝐹

𝑅
ቚ 𝑃

𝑀
ଶ

ି
ଷଽ

ൌ
െ

3.
64


1.

05
6

·l
n

43
.8

ൌ
0.

35
3

市
区
町
村

iの
有
配
偶
率
起
因
出
⽣
⼒
の
全
国
レ
ベ
ル
と
の
差
は

∆
ln

𝑇
𝐹

𝑅
ቚ𝑃

𝑀
ଶ

ି
ଷଽ

ൌ
ln

𝑇
𝐹

𝑅
ቚ𝑃

𝑀
ଶ

ି
ଷଽ

െ
0.

35
3

市
区
町
村
の
出
⽣
⼒
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
全
国
標
準
と
相
対
有
配
偶
率
起
因
出
⽣

⼒
お
よ
び
相
対
夫
婦
出
⽣
⼒
に
分
解
で
き
る
。

ln
𝑇

𝐹
𝑅


ൌ

ln
𝑇

𝐹
𝑅

ห 𝑃
𝑀

ଶ
ି

ଷଽ
   

   
   

   
   

   
 

𝑢 

 ൌ
0.

35
3


∆

ln
𝑇

𝐹
𝑅

ቚ𝑃
𝑀

ଶ
ି

ଷଽ


𝑢 

1
5

相
対
夫
婦

出
⽣
⼒

全
国
標
準

相
対
有
配
偶
率
起
因
出
⽣
⼒

lo
g有

配
偶

率
と

lo
gT
FR

：
全

国
標

準
と

地
域

固
有

の
相

対
出

⽣
⼒ 1
6

全
国
標
準
は
、

lo
g有

配
偶
率
が

3
.7
8
、

lo
gT
FR
は

0
.3
5
3
。

三
重
県
朝
⽇
町
は
、

2
0
−

3
9
歳
有
配
偶
率

5
7
.2
%
、

TF
R
は

1
.7
4

lo
g有

配
偶
率
が

4
.0
5
、

lo
gT
FR
は

0
.5
5
6
。

lo
gT
FR

=全
国
標
準

+ 
相
対

有
配
偶
率
起
因
出
⽣
⼒

+ 
相

対
夫
婦
出
⽣
⼒

=0
.3
5
3
+ 
0
.2
8
3
 ‐
0
.0
8
0

=0
.5
5
6
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そ
の

市
区

町
村

は
結

婚
し

や
す

い
か

ら
TF
Rが

⾼
い

の
か

？
夫

婦
が

⼦
ど

も
を

も
ち

や
す

い
か

ら
TF
Rが

⾼
い

の
か

？

1
7

⾹
川

県
の

市
区

町
村

で
は

？

1
8

空
間

分
布

は
？

TF
R=

全
国

標
準

×
相

対
有

配
偶

率
起

因
出

⽣
⼒

×
相

対
夫

婦
出

⽣
⼒ 1
9

相
対

有
配

偶
率

起
因

出
⽣

⼒
（

結
婚

⼒
の

貢
献

が
⾼

い
地

域
は

？
）

2
0

相
対
有
配
偶
率
起
因
出

⽣
⼒
20
15
年
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相
対

夫
婦

出
⽣

⼒
（

夫
婦

出
⽣

の
貢

献
が

⾼
い

地
域

は
？

）

2
1

相
対
夫
婦
出
⽣
⼒

20
15
年

結
論

•都
道
府
県
を
標
準
と
し
た
間
接
標
準
化
に
よ
り
、
⼈
⼝

規
模
の
⼩
さ
い
地
域
に
つ
い
て
も
地
域
特
性
を
反
映
し

た
TF
R
の
算
出
が
可
能

•有
配
偶
率
効
果
モ
デ
ル
に
よ
り
、

TF
R
の
⽔
準
を
地
域

の
“結
婚
⼒
”に
起
因
す
る
相
対
量
と
“夫
婦
出
⽣
⼒
”に

起
因
す
る
相
対
量
と
に
簡
便
に
分
解
す
る
こ
と
が
可
能 2
2

研
究

の
発

展
性

•
夫
婦
出
⽣
⼒
指
数
を
結
果
変
数
と
し
て
、
夫
婦
を
と
り
ま

く
市
区
町
村
の
環
境
（
就
業
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
⽂
化
的

⽂
脈
な
ど
）
と
の
関
連
分
析
に
有
効

•
夫
婦
出
⽣
⼒
指
数
に
説
明
変
数
を
導
⼊
す
る
リ
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
モ
デ
ル
の
開
発

•
「
標
準
出
⽣
⼒
」
を
何
に
す
る
か
で
様
々
な
解
釈
が
可
能

•
時
系
列
分
析
に
拡
張

•
市
区
町
村
を
含
む
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
分
析

•
空
間
的
⾃
⼰
相
関
の
検
討
（
空
間
的
に


i.i

.d
.で
は
な

い
？
）

2
3

⽂
献

•
C
o
al
e,
 A
. J
. a
n
d
 S
. C

. W
at
ki
n
s 
(1
9
8
6
) 
Th

e 
D
ec
lin
e 
o
f 
Fe
rt
ili
ty
 in
 E
u
ro
p
e:
 t
h
e 

R
ev
is
ed

 P
ro
ce
ed

in
g
s 
o
f 
a
 C
o
n
fe
re
n
ce
 o
n
 t
h
e 
P
ri
n
ce
to
n
 E
u
ro
p
ea

n
 F
er
ti
lit
y 
P
ro
je
ct
, 

P
ri
n
ce
to
n
 U
n
iv
er
si
ty
 P
re
ss
.

•
G
ia
n
n
ak
o
u
ri
s,
 K
o
n
st
an

ti
n
o
s(
2
0
1
0
)”
R
eg
io
n
al
 p
o
p
u
la
ti
o
n
 p
ro
je
ct
io
n
s 

EU
R
O
P
O
P
2
0
0
8
: M

o
st
 E
U
 r
eg
io
n
s 
fa
ce
 o
ld
er
 p
o
p
u
la
ti
o
n
 p
ro
fi
le
 in

 2
0
3
0
”,
 E
u
ro
st
at
 

St
at
is
ti
cs
 in

 f
o
cu
s 
1
/2
0
1
0
.

•
⼩
池
司
朗

(2
0
1
0
)「

G
IS
を
利
⽤
し
た
戦
前
市
区
町
村
別
出
⽣
⼒
」
『
地
域
⼈
⼝
か
ら

み
た
⽇
本
の
⼈
⼝
転
換
』
古
今
書
院

,p
p
.1
6
9
‐1
9
2
. 

•
厚
⽣
労
働
省
⼤
⾂
官
房
統
計
情
報
部

(2
0
1
4
)「
平
成

2
0
年
〜
平
成

2
4
年
⼈
⼝
動
態
保
健

所
・
市
区
町
村
別
統
計
の
概
況
」

(2
0
1
4
.2
.1
3
)

2
4
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